
 

 

 

 かつまた 孝明 です！ 
たかあき 

昭和５１年４月７日生まれ 

出身   沼津市 

住所   沼津市花園町 

家族   父親（沼津市出身） 

母親（伊豆市出身：修善寺） 

     妻・長男・長女・次男 

経 歴 

〔学歴〕 

しょうえい幼稚園 

沼津市立門池小・門池中 卒業 

静岡県立沼津東高校 卒業 

学習院大学経済学部 卒業 

慶應義塾大学大学院経営管理研究科 卒業 

（経営学修士：ＭＢＡ取得） 
〔職歴〕 

平成１２年４月  スルガ銀行株式会社入社 

平成２２年１２月 スルガ銀行株式会社退職 

          

平成２３年１月～ 自民党衆議院静岡県第六選挙区支部 支部長 

平成２４年１０月～ 衆議院議員（現在５期目） 

       ・第四次安倍改造内閣にて環境大臣政務官 

       ・第二次岸田改造内閣にて農林水産副大臣 

       ・衆議院外務委員長などを歴任 

現在・自民党国土交通部会長、衆議院国土交通委員会 理事 

いま、自民党が熱い！自民党員を大募集中！！ 
自民党に入党して、党員として自民党そしてかつまた孝明を支えてください！ 

入党資格 

・ わが党の綱領、主義、政策等に賛同される方 

・ 満１８歳以上で日本国籍を有する方 

・ 他の政党の党籍を持たない方 

党 費：一般党員 年額４，０００円、家族党員 年額２，０００円 

申し込み方法 

・ 自民党衆議院静岡県第６選挙区支部までご連絡ください。電話、e メール、直接お越し

いただいても結構です。 

— お知らせ — 

ポスターご掲示頂ける方大募集！ 

事務所(055-922-5526)までご連絡ください 
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衆議院議員（静岡県第６選挙区支部支部長） 

通 

信 

かつまた孝
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議員立法にて 

半島振興法の１０年ぶり改正に尽力！  
～半島防災・半島強靭化の推進により、ふるさとを守る～ 

 

たかあき 

— 号 外 — 

衆議院国土交通委員会にて半島振興法に賛成 

 

自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 

〒410-0062 沼津市宮前町１３－３ 

電話：055(922)5526 FAX：055(922)5527 

ブログ：http://ameblo.jp/t-katsumata 

公式サイト：http://www.t-katsumata.com 

e ﾒｰﾙ：jimin@t-katsumata.com 

静岡６区：沼津市、熱海市、伊東市、下田市、伊豆市 
伊豆の国市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、

西伊豆町、清水町、長泉町 

ボランティア大募集（６区支部まで連絡下さい） 

まるかつ通信の企画・配布・街頭演説サポート・ポ

スター貼りなどなど、楽しい仲間と共に！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議員立法により半島振興法を１０年ぶりに改正 

半島振興法は、１９８５年に三方海で囲まれた半島における、様々

な魅力を発信し、産業振興などを図っていく目的で作られた法律で、

私たちの地元（沼津市（戸田地域）・伊豆市・下田市・賀茂郡）を含む、

全国で２３の半島が振興法の指定を受けています。 

本年３月に、改正期限を迎えたことにより、かつまた孝明は党半島

振興特別小委員会の委員長代理として、また、党国土交通部会長と

して与野党のワーキングチームにて議論を深めてきました。 

昨年の元日の能登半島地震を受けて、半島における防災の課題も

浮き彫りになりました。 

静岡県東部においても、東駿河湾環状道路西区間（沼津岡宮IC～

原）や伊豆縦貫自動車道といった高規格道路は、国道バイパスの補

完道路としてなくてはならないものであり、漁港や港湾といった海から

の救助救援のための耐震化の促進も急務です。 

本法案改正にあたり、我が国の法律上はじめて「半島防災」という

文言を明記し、その整備にあたっては「国土強靭化基本計画と調和を

図っていく」ことを示しました。さらに、かつまた孝明が事務局長を務め

る「国土強靭化中期計画」にもしっかりと半島の強靭化を明記し、半

島における強靭化予算の確保を図っていくことができます。 

今後は、伊豆半島において「半島振興計画」を作っていくことが求

められます。防災や強靭化の観点はもちろんのこと、観光や医療など

多角的な視点から、みんなで考えていく必要があります。 

 

 今後とも、静岡県東部・伊豆半島の発展のため先頭に立ち、全力

で頑張ってまいります！ 

 

党観光立国調査会事務局長代理、また世界無形文化遺産登録を

目指す議員連盟の幹事として「温泉文化」を世界に向けて発信してい

きます。 

静岡県は各地に著名な温泉地を有しており、それぞれに歴史・文化

があります。 

例えば、昔は刀の切傷や病気を治す目的で温泉地に長期滞在した

湯治という文化がありました。環境大臣政務官時代に、環境省が温

泉法に基づき温泉の保護や活用を推進していた関係上、「新・湯治プ

ロジェクト」を発足し、温泉地における湯治を切り口としたスポーツのけ

が防止といった予防医療や長期滞在への取り組みなど、温泉地の新

しい構想に汗をかいてきました。 

世界に誇る我が国の「温泉文化」のユネスコ無形文化遺産登録を

目指し先頭に立って頑張っています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「温泉文化」ユネスコ無形文化遺産登録を目指す！ 

地元のトラック協会の皆様へ報告 


